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小倉百人一首競技かるた 第 48 回全国高等学校選手権大会 

大会取材要項 

当日の取材は、下記の要領にて実施いたします。ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

なお、企画・特集取材および密着取材については別途対応となる場合があるため、事前に大会広報窓口ま

でご連絡のうえ、詳細をご確認ください。 

 

 

16:00～16:30（予定） 組合せ抽選会 ／ 近江勧学館 2 階「浦安の間」 

16:40～17:20（予定） 開会式    ／ 近江勧学館 2 階「浦安の間」 

※式の進行の妨げにならない範囲で、自由に撮影していただけます。 

 

 

08:50 頃（予定）1 回戦開始前／ 近江勧学館 2 階「浦安の間」・1 階「朝日の間」及び各会場 

10:35 頃（予定）2 回戦開始前／ 近江勧学館 2 階「浦安の間」・1 階「朝日の間」及び各会場 

※撮影用にデモンストレーションとして札を取りますので、その様子を撮影していただけます。 

※上記以外の時間での取材・撮影をご希望の場合は、大会広報窓口まで事前にご相談ください。 

各会場の審判長の指示により決められた場所から撮影をお願いします。 

競技の進行上、ご希望にお応えできない場合もございます。予めご了承ください。 

 

 

09:50 頃（予定）1 回戦開始前／ 各会場 ＊会場により開始時間は前後します 

11:20 頃（予定）2 回戦開始前／ 各会場 ＊会場により開始時間は前後します 

※時間はあくまで目安です。余裕をもってお越しください。 

※撮影希望がある場合にのみ、デモンストレーションを行います。 

※上記以外の時間での取材・撮影をご希望の場合は、大会広報窓口まで事前にご相談ください。 

各会場の審判長の指示により決められた場所から撮影をお願いします。 

 

■競技中の撮影にあたってのお願い 

・会場では、携帯電話など音の出るものは電源をお切りください。 

・読手の読みが始まったら、音が出ないように、その場から動かないでください。 

・フラッシュ撮影はできません。またシャッター音が競技の妨げにならないようご注意ください。 

・カメラ位置については、中継カメラが優先となりますことご了承ください。 

・各会場の役員の指示に従って、競技の妨げにならないようご配慮をお願いします。 

 

■その他 

・大会期間中、近江勧学館前の駐車場はご利用いただけません。近江神宮の駐車場をご利用ください。 

・各会場スペースの都合上、報道関係者様の控室はございません。また、機材等のお預かり・保管も 

出来かねますので、あらかじめご了承ください。 

（１）組合せ抽選会・開会式について ＜7 月 18 日（土）＞ 

 

（２）団体戦について ＜7 月 19 日（日）＞ 

 

（３）個人戦について ＜7 月 20 日（月）＞ 

 



 

 

■団体戦 ／ 出場校数 59 校 （予選会出場校数 401 校） 

【初出場校】6 校 

県立坂田東高等学校（山形県）、私立渋谷教育学園渋谷高等学校（東京都）、 

国立大阪教育大学附属高等学校天王寺校舎（大阪府）、県立明石高等学校（兵庫県）、 

私立久留米大学附設高等学校（福岡県）、県立加治木高等学校（鹿児島県） 

【最多出場校】42 回目／1 校 

県立膳所高等学校（滋賀県） 

 

【前年入賞校】＊今大会出場校のみ紹介 

優勝：私立浦和明の星女子高等学校（埼玉県） 

出場選手 8 名のうち 6 名が昨年の優勝メンバーという盤石の布陣で連覇を狙います 

3 位：県立中津南高等学校（大分県） 

2 年連続の 3 位入賞。今大会では準決勝を勝ち上がり、20 年ぶりの優勝を目指します 

4 位：県立横浜平沼高等学校（神奈川県） 

   出場選手 8 名全員が 3 年生。高校生活最後の夏に栄冠を掴みにいきます 

 

 【その他注目校】 

私立市川高等学校（千葉県）、私立洛南高等学校（京都府）、私立四天王寺高等学校（大阪府） 

私立久留米大学附設高等学校（福岡県） 

   A 級選手が 3 名揃う選手層の厚さを強みに、満を持して全国の舞台に立ちます 

県立酒田東高等学校（山形県）、都立駒場高等学校（東京都）、私立南山高等学校女子部（愛知県） 

私立大谷高等学校（京都府）、県立加治木高等学校（鹿児島県） 

   常勝校や伝統校を制した予選での快進撃をそのままに頂点へと突き進みます 

 

■個人戦 ／ 出場登録人数 1056 名（6 月 25 日時点） 

A 級（四段以上）69 名、B 級（三段）335 名、C 級（二段）652 名 

昨年比 5.1％増（A 級：7.8％増、B 級：9.5％増、C 級：2.7％増）＊申込人数比較 

 

 

 

本大会は、1979 年（昭和 54 年）に滋賀県での全国高校総体（インターハイ）にあわせて、当時の大津あ

きのた会・近江神宮かるた会の会長であった中西秀三氏の呼びかけにより、近江神宮を会場として第１回

の団体戦「高校かるた選手権大会」が開催されました。翌年の 1980 年（昭和 55 年）からは、一般社団

法人全日本かるた協会の主催で個人戦も開催しています。2005 年（平成 17 年）より、一般社団法人全日

本かるた協会、公益社団法人全国高等学校文化連盟、一般財団法人天智聖徳文教財団の主催となり、現在

に至ります。 

一般社団法人 全日本かるた協会・日本高等学校かるた連盟 

 

【大会広報窓口】オフィスリアン合同会社 船越 ／tel & fax. 0798-61-1216 ｜ 090-4300-2637 

第 47 回全国高等学校選手権大会について 

 

大会の沿革について 

 


